
令和元年度
全国学力・学習状況調査結果の分析と評価
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生徒質問紙から伺える生徒のよさ

〇 学校に行くのが楽しい。 ⇒ ９２．３％

※ 全国・県を大きく上回る。



生徒質問紙から伺える生徒のよさ

〇 いじめは絶対によくない。 ⇒ ９０．７％

※ 全国・県を大きく上回る。



生徒質問紙から伺える生徒のよさ

〇 人の役に立ちたい。 ⇒ ９６．５％

※ 全国・県を大きく上回る。



生徒質問紙から伺える生徒のよさ

〇 自分にはよいところがある。 ⇒ ８６．２％

※ 全国・県を大きく上回る。



生徒質問紙から伺える生徒のよさ

〇 先生がよいところを認めてくれる。 ⇒ ９１．１％

※ 全国・県を大きく上回る。



生徒質問紙から伺える生徒のよさ

〇 夢や目標がある。 ⇒ ８３．４％

※ 全国・県を大きく上回る。



生徒質問紙から伺える課題

〇 規範意識がある。 ⇒ ６３．４％ ※ 全国・県を下回る。

※ 「時間を守る。作業をしっかりする。」など改善が必要である。



生徒質問紙から伺える課題

※ 全国・県を下回る。

※ 様々なことに挑戦させる機会をつくる必要がある。



生徒質問紙から伺える課題
※ 全国・県を下回る。



生徒質問紙から伺える課題

※ 全国・県を下回る。

※ 社会事象に関心をもたせるためにも授業の中で新聞を活用し
ていくなど、工夫が必要である。



生徒質問紙から伺える課題

※ 全国・県を下回る。

※ 本校の目標は、年間一人４０冊以上である。月に４冊程度は読む必
要があることから、週１回程度は、図書室に通うよう指導していく必
要がある。



生徒質問紙から伺える課題

※ 全国・県を下回る。

※ ビブリオバトルや絵本の読み聞かせ等を通じて、本の良さを感じ取らせてい
きたい。また、教職員も積極的に図書室を利用し、子供たちとともに読書をする
機会をつくることも大切。本を読んで語り合う時間をもたせたい。



生徒質問紙から伺える課題

※ 全国・県を下回る。



生徒質問紙から伺える課題

※ 全国・県を大きく下回る。



各教科の振り返り【分析・評価】



国語科の振り返り【分析・評価】

１ 無解答者がいた問題数
７問（選択３問、短答１問、記述３）／１０問中 （７０％）

２ 全国平均より低い問題の割合･･･１０％（１問/１０問中）

３ 考察（分析・評価）
「書く能力が低い」「書く」の力が弱い。（0.1ﾎﾟｲﾝﾄの差）
＜例えば＞
▲ 封筒の書き方を理解して書くこと。

（１－四の問題：正答率５９．６％）

× 書いた文章を読み返し、論の展開にふさわしい語句や文
の使い方を検討すること。

（３－の問題：正答率８２．９％）
※ 書いてある文の意味を理解できていない。
※ 全国の正答率は、８７．４％（－４．５ﾎﾟｲﾝﾄ）



国語科の振り返り【分析・評価】

正答率６０％以下の問題



国語科の振り返り【分析・評価】

本校の正答率（８５．９％）
全国の正答率（８７．４％）

（－４．５ﾎﾟｲﾝﾄ）

正答率が全国平均以下



生徒質問紙から伺える国語科の課題

※ 全国・県を大きく上回る。



生徒質問紙から伺える国語科の課題

※ 全国・県を下回る。



生徒質問紙から伺える国語科の課題

※ 全国・県を大きく下回る。



生徒質問紙から伺える国語科の課題

※ 全国・県を大きく下回る。



生徒質問紙から伺える国語科の課題
※ 全国・県を大きく下回る。



生徒質問紙から伺える国語科の課題

※ 全国・県を大きく下回る。



生徒質問紙から伺える国語科の課題

※ 全国・県を大きく下回る。



生徒質問紙から伺える国語科の課題

※ 全国・県を大きく下回る。



国語科の振り返り【今後の取組】

〇 「書く力」の育成・・・・「接続語の使い方」
・ 文書の書き方指導←小学校との連携（引き継ぎ）
※ 小・中連携して「文書の書き方（接続語等）」を指導する。

〇 自分の考えを書かせる機会を、意図的・計画的に実施する。
※ 学校行事等、すべての教育活動において「書く」を条件に
合った、短文を書く訓練が必要である。

〇 「読む力」、「書く力」を基に「話す力、聞く力」の育成
・ 自分の考えを発表し、その発表に対する質問等を受ける機会
をつくる。⇒各教科における「話合い活動」や「ディベート」

・ １分間スピーチなど、学級活動等を通した意図的・計画的な実
践化を図る。

〇 「特別の教科 道徳」における「考え、議論する道徳」で更なる
実践化を図る。

〇 特別活動の「学級会活動」における話合い活動を通して実践化を
図る。

〇 「読書活動」におけるビブリオバトルを通して実践化を図る。



数学科の振り返り【分析・評価】
１ 無解答者がいた問題数

７問（選択１問、短答６問）記述０）／１６問中 (４３．８％)

２ 全国平均より低い問題の割合･・・１６．６％（３問/１８問中）

３ 考察（分析・評価）
〇 数学（関数、グラフからの読み取り、図形の証明が不得意）
ア 解答結果から（全国平均を下回る問題から）

(ｱ) 「数と式」の「連立方程式」ができていない。（－５．７ﾎﾟｲﾝﾄ）
【２：本校６４．４％ ⇔ 全国７０．１％】

ｘ、ｙどちらか一方は正解している間違いが多い。
「確かめ（代入）」をさせる必要がある。



数学科の振り返り【分析・評価】
３ 考察（分析・評価）
〇 数学（関数、グラフからの読み取り、図形の証明が不得意）
ア 解答結果から（全国平均を下回る問題から）
※(ｲ) 「図形」の「証明について」ができていない。（－７．３ﾎﾟｲﾝﾄ）

【７(1)：本校６８．５％ ⇔ 全国７５．８％】



数学科の振り返り【分析・評価】
３ 考察（分析・評価）
〇 数学（関数、グラフからの読み取り、図形の証明が不得意）
ア 解答結果から（全国平均を下回る問題から）
※(ｲ) 「図形」の「証明について」ができていない。（－７．３ﾎﾟｲﾝﾄ）

【７(1)：本校６８．５％ ⇔ 全国７５．８％】
※ 三角形の合同条件を覚えていない。（理解していない）
※ 図形の読み取りが出来ていない。

２辺とそのはさむ角

辺が等しい

辺が等しい

角が等しい
無解答
６．８％

全国
５．２％



数学科の振り返り【分析・評価】
３ 考察（分析・評価）
〇 数学（関数、グラフからの読み取り、図形の証明が不得意）
ア 解答結果から（全国平均を下回る問題から）

(ｳ) 「資料の活用」の「目的に合った式を考えること」ができていない。
【９(1)：本校５４．１％ ⇔ 全国５７．４％】（－３．３ﾎﾟｲﾝﾄ）



数学科の振り返り【分析・評価】
３ 考察（分析・評価）
〇 数学（関数、グラフからの読み取り、図形の証明が不得意）
ア 解答結果から（全国平均を下回る問題から）

(ｳ) 「資料の活用」の「目的に合った式を考えること」ができていない。
【９(1)：本校５４．１％ ⇔ 全国５７．４％】（－３．３ﾎﾟｲﾝﾄ）

※ 文字式の意味を理解できていない。（使い方を学ぶ必要あり）
※ 連続する数を、文字式で表すことができていない。

無解答
１１％

全国
９．５％



数学科の振り返り【分析・評価】
３ 考察（分析・評価）
〇 数学（関数、グラフからの読み取り、図形の証明が不得意）
イ 解答結果から（正答率６割以下の問題）

(ｱ) 「関数」の「グラフ上の点の座標から読み取れる意味の理解」
※ 特に「ｘ、ｙ軸の意味の理解」ができていない。（＋０．９ﾎﾟｲﾝﾄ）

【６(1)：本校３９．７％ ⇔ 全国３８．８％】



数学科の振り返り【分析・評価】
３ 考察（分析・評価）
〇 数学（関数、グラフからの読み取り、図形の証明が不得意）
イ 解答結果から（正答率６割以下の問題）

(ｱ) 「関数」の「グラフ上の点の座標から読み取れる意味の理解」
※ 特に「ｘ、ｙ軸の意味の理解」ができていない。（＋０．９ﾎﾟｲﾝﾄ）

【６(1)：本校３９．７％ ⇔ 全国３８．８％】

〇 軸の読み取り（ｘ、ｙ軸が示すものとは）をさせる。
〇 グラフ上の点の意味、２点の示す意味を理解させる。

Ｘ軸：８年間

Ｙ
軸
：
総
費
用

無解答
０％

全国
０．３％



数学科の振り返り【分析・評価】
３ 考察（分析・評価）
〇 数学（関数、グラフからの読み取り、図形の証明が不得意）
イ 解答結果から（正答率６割以下の問題）

(ｲ) 「関数」の「グラフを利用して課題を解決すること」ができていない。
【６(2)：本校４５．２％ ⇔ 全国３４．７％】（＋１０．５ﾟｲﾝﾄ）



数学科の振り返り【分析・評価】
３ 考察（分析・評価）
〇 数学（関数、グラフからの読み取り、図形の証明が不得意）
イ 解答結果から（正答率６割以下の問題）

(ｲ) 「関数」の「グラフを利用して課題を解決すること」ができていない。
【６(2)：本校４５．２％ ⇔ 全国３４．７％】（＋１０．５ﾟｲﾝﾄ）
※ グラフの読み取り、グラフ上の交点が意味するものとは何かを理解
させる必要がある。
※ グラフには傾きがあり、その傾きの意味や２つのグラフの傾きの違い
が何かも理解させる。また、２つのグラフが交差する前と交差したあと
の違いは何かも考えさせることも必要。

全国
１１．６％

無解答
１０．３％



数学科の振り返り【分析・評価】
３ 考察（分析・評価）
〇 数学（関数、グラフからの読み取り、図形の証明が不得意）
イ 解答結果から（正答率６割以下の問題）

(ｳ) 「関数」の「ｘ、ｙの表から立式（反比例）」ができていない。
【４：本校４９．３％ ⇔ 全国４８．９％】（＋０．４ﾟｲﾝﾄ）



数学科の振り返り【分析・評価】
３ 考察（分析・評価）
〇 数学（関数、グラフからの読み取り、図形の証明が不得意）
イ 解答結果から（正答率６割以下の問題）

(ｳ) 「関数」の「ｘ、ｙの表から立式（反比例）」ができていない。
【４：本校４９．３％ ⇔ 全国４８．９％】（＋０．４ﾟｲﾝﾄ）

※ ｘ、ｙ表の意味を理解することや、表から決まりを見付け、式を作り出すこ
とができていないことから、比例、反比例の意味及び表から式を作り出す訓練が
必要である。逆に、比例、反比例の式から表を作成することも必要である。

全国
１０．４％

無解答
６．８％

Ｘ × ｙ ＝ －６



数学科の振り返り【分析・評価】
３ 考察（分析・評価）
〇 数学（関数、グラフからの読み取り、図形の証明が不得意）
イ 解答結果から（正答率６割以下の問題）

(ｴ) 「資料の活用」の「統計グラフの意味の理解」ができていない。
【８(2)：本校５６．２％ ⇔ 全国４０．８％】（＋１５．４ﾟｲﾝﾄ）



数学科の振り返り【分析・評価】
３ 考察（分析・評価）
〇 数学（関数、グラフからの読み取り、図形の証明が不得意）
イ 解答結果から（正答率６割以下の問題）

(ｴ) 「資料の活用」の「統計グラフの意味の理解」ができていない。
【８(2)：本校５６．２％ ⇔ 全国４０．８％】（＋１５．４ﾟｲﾝﾄ）

〇 統計グラフの意味を理解させ、グラフから読み取れることを考え、自分の言
葉で説明できるようにしておく必要がある。
また、統計グラフが日常の生活にどのように役に立っているのかを知ること。
さらに、統計グラフを実際に作ってみることが大切となってくる。

全国
２１．３％

無解答
１６．４％



生徒質問紙から伺える数学科の課題

※ 全国・県を上回る。



生徒質問紙から伺える数学科の課題

※ 県を下回る。



生徒質問紙から伺える数学科の課題

※ 国、県を大きく下回る。



生徒質問紙から伺える数学科の課題

※ 国、県を大きく上回る。



数学科の振り返り【今後の取組】

(ｱ) 「数と式」について
・ 計算力を身に付けさせる。（特に負の数や累乗を交えた計算）
・ 絶対値や素数の意味の理解。（数の概念）

(ｲ) 「図形」について
・ 図形の定義等について理解させる。（台形、平行四辺形、ひし形、
長方形、正方形等々）
図形を移動させたり、折り目を付けたりする場合の想像力等（空

間認識）証明をさせるために、合同条件等をしっかり理解させてお
く必要がある。
※ 証明問題の理解（課題の見いだし）なぜ？⇒解決へ

(ｳ) 「関数」について
・ 比例、反比例、一次関数等など関数の理解を深める。
・ 傾きの意味や、変化の割合の意味の理解
・ 表からグラフへまたはグラフから表へ

(ｴ) 「資料の活用」について
・ 新聞記事や社会科の統計、理科の実験データ等を活用しながら、
事実を基にした論理的思考力の構築を目指す。

・ 統計グラフの読み方（相対度数、メジアン、平均値の意味）
・ グラフから読み取れることを、自分の言葉で説明できること。



英語科の振り返り【分析・評価】
１ 無解答者がいた問題数（１４問／２６問中 ： ５３．８％）
(ｱ) 話すこと ５問（口頭で回答／５問中） （１００％）
(ｲ) 聞くこと １問（記述１）／７問中 （１４．３％）
(ｳ) 読むこと ２問（選択１問、記述１）／６問中（３３．３％）
(ｴ) 書くこと ６問（短答５問、記述１）／８問中（７５．０％）

２ 全国平均より低い問題の割合（３問／２６問中・・・１１．５％）
(ｱ) 話すこと ･･･０％
(ｲ) 聞くこと ･･･２８．６％（２問/７問中）
(ｳ) 読むこと ･･･０％
(ｴ) 書くこと ･･･１２．５％（１問/８問中）

３ 考察（分析・評価）
「(ｱ) 話すこと」、「 (ｲ) 聞くこと」、「 (ｳ) 読むこと」、

「 (ｴ) 書くこと」の４つの領域別に考察を行う。

※ 解答結果の中で、「全国平均以下の問題」と「正答率が５０％以下
の問題」について、分析・評価を行う。



英語科の振り返り【分析・評価】
３ 考察（分析・評価）

(ｱ) 「話すこと」について（全ての問題が５５％以下の正答率）
① 「カレンダーを見て、少女の誕生日を答える問題」

【１(1)：本校３４．５％ ⇔ 全国２７．３％】
（＋７．２ポイント）

※ 正しい月・日、文法に間違い有り（３２．２％）

② 「テレビを見ている２人の子どもの絵を見て、何をしているのか答える
問題」
【１(2)：本校４７．６％ ⇔ 全国４４．７％】（＋２．９ポイント）

※ 正しい現在分詞（watching）は使っているが、語や文法に誤りがある。
（２７．６％）、現在分詞を使っていない。（6.9%）

③ 「バスで登校する少年の絵を見て、交通手段を答える問題」
【１(3)：本校４０．７％ ⇔ 全国２５．７％】（＋１５ポイント）
※ 正しい交通手段（by bus）で解答しているが、語や文法に誤りがある。
（３８．６％）、ｂｕｓを強く言うことも大切。



英語科の振り返り【分析・評価】
３ 考察（分析・評価）

(ｱ) 「話すこと」について（全ての問題が５５％以下の正答率）
④ 「ユイコとアラン先生のやり取りを機器、その内容を踏まえて会話
が続いていくように、即興で質問をする問題」
【２：本校１５．２％ ⇔ 全国１０．５％】（＋４．７ポイント）
※ 内容を踏まえた質問をしているが、コミュニケーションに支障を
きたすような語や文法事項に誤りがある。（１７．２％）
※ やり取りを踏まえた内容を解答していない。（１９．３％）
※ 無回答【１６．６％】の割合が多い。

⑤ 「海外のテレビ局の要望に応えて、自分の将来の夢、またはやって
みたいこと等を話す。」
【３：本校５５．９％ ⇔ 全国４５．８％】（＋１０．１ポイント）
※ 条件①「自分の夢ややってみたいこと」、条件②「そのために頑
張っていることややるべきこと」の２つの条件がそろっていない。
（３１．７％）、２つとも満たさない。（１１．７％）



３ 考察（分析・評価）

(ｲ) 「聞くこと」について（全ての問題が５５％以下の正答率）
① 「外国人の先生と女子生徒の会話を聞いて、その内容を最も適切に
表している絵を選択する問題」

【１(3)：本校６９．０％ ⇔ 全国７２．３％】 （－３．３ポイント）
※ １０月１３日と３０日の発音の違い（聞き取りミス）



英語科の振り返り【分析・評価】
３ 考察（分析・評価）

(ｲ) 「聞くこと」について（全ての問題が５５％以下の正答率）
② 「家での会話を聞いて、その内容を最も適切に表している絵を選択
する問題」

【１(4)：本校５８．６％ ⇔ 全国６１．８％】（－３．２ポイント）
「食事」と「入浴」の意味は分かっているが、「ａｆｔｅｒ、

ｂｅｆｏｒｅ」の意味が理解できていない。



英語科の振り返り【分析・評価】
３ 考察（分析・評価）

(ｲ) 「聞くこと」について（全ての問題が５５％以下の正答率）
③ 「来日する留学生の音声メッセージを聞いて、部活動についてアドバ
イスを書く問題」
【４：本校１５．９％ ⇔ 全国７．６％】 （＋８．３ポイント）
※ 「来日する留学生ができる部活動についてアドバイスになっていな

い」（２９．７％）
※ 語や文法事項の誤りがあるため、伝えたい内容が理解できない。

（１５．９％）



英語科の振り返り【分析・評価】
３ 考察（分析・評価）

(ｳ)「読むこと」について（全ての問題が５５％以下の正答率）
① 「チンパンジーに関する説明文とその前後にある対話を読んで、書
き手が最も伝えたい内容を選択する問題」
【７：本校３３．８％ ⇔ 全国３２．８％】 （＋１．０ポイント）
※ まとまりのある文章を読んで。説明文の大切な部分、筆者が最も伝
えたいところを読み取ることができていない。
※ 「チンパンジーは賢い。」がポイント（どうしてか？）

この記事を読んで、一番
重要なﾎﾟｲﾝﾄは何ですか。

記事の内容を理解すると
ともに、筆者の一番伝えた
いことを読み取る力が必要



英語科の振り返り【分析・評価】
３ 考察（分析・評価）



英語科の振り返り【分析・評価】
３ 考察（分析・評価）

(ｳ)「読むこと」について（全ての問題が５５％以下の正答率）
② 「食糧問題について書かれた資料を読んで、その問題に対する自分の

考えを書く問題」
【８：本校１８．６％ ⇔ 全国１０．９％】 （＋７．７ポイント）
※ 書かれた内容に対して、自分の考えを示すことができるよう語の
内容や書き手の意見などを捉えることができていない。
※ 食料を無駄にすることをやめるために自分ができることを示してい
ない。（３６．６％）

英語の授業で，次のような資料
が配られました。これを読んで，
文中の問いかけに対するあなたの
考えを英語で簡潔に書きなさい。



英語科の振り返り【分析・評価】
３ 考察（分析・評価）

(ｴ)「書くこと」について（全ての問題が５５％以下の正答率）
Ａ 「与えられた英語を適切な形に変えたり、不足している語を補ったり
などして、会話が成り立つように英文を書く問題」

【９(2)②：本校４６．９％ ⇔ 全国２８．９％】 （＋１８ポイント）
〇 一般動詞の１人称複数形過去時制の肯定文を正確に書くことがで
きるかどうかを見る問題
・ 過去形になっているが誤りがある。（１０．３％）
・ 過去形になっていない。（１５．９％）
・ 無回答（６．９％）
※ 模範解答【Ｗｅ ｓｔａｙｅｄ】

次の②について，必要があれば
（ ）内の語を適切な形に変えた
り，不足している語を補ったりな
どして，それぞれ会話が成り立つ
ように英語を完成させなさい。



英語科の振り返り【分析・評価】
３ 考察（分析・評価）

(ｴ)「書くこと」について（全ての問題が５５％以下の正答率）
Ｂ 「与えられた情報を基づいて、ある女性を説明する英文を書く問題」

【９(3)②：本校４２．１％ ⇔ 全国３２．９％】（＋９．２ポイント）
〇 与えられた情報に基づいて、一般動詞３人称単数現在時制の否定
文を正確に書くことができるかどうかを見る問題
・ 動詞の活用形に誤りがある。（１７．９％）ｌｉｖｅｓ
・ 語や文法に誤りがある。１３．１％） ｉｎ Ｒｏｍｅ
・ 無回答（４．１％）

次の表の①から③は，ある女性
に関する現在の情報を示していま
す。これらの情報を用いて，彼女
について説明する英文をそれぞれ
書きなさい。



英語科の振り返り【分析・評価】
３ 考察（分析・評価）

(ｴ)「書くこと」について（全ての問題が５５％以下の正答率）
Ｃ 「学校を表す２つのピクトグラム（案内用図記号）の案を比較して、
どちらがよいか理由とともに意見を書く問題」
【１０：本校１．４％ ⇔ 全国１．８％】 （－０．４ポイント）
〇 与えられたテーマについて考えを整理し、文と文のつながりなど
に注意してまとまりのある文章を書くことができるかどうかを見る
問題

海外のある町が，外国人旅行客にも分かりや
すいタウン・ガイドを作成するために，「学
校」を表す２つのピクトグラム（案内用図記
号）のうち，どちらがよいかウェブサイトで意
見を募集しています。①どちらかの案を選び，
②２つの案について触れながら，③あなたの考
えを理由とともに２５語以上の英語で書きなさ
い。



英語科の振り返り【分析・評価】
３ 考察（分析・評価）

(ｴ)「書くこと」について（全ての問題が５５％以下の正答率）

海外のある町が，外国人旅行客にも分かりや
すいタウン・ガイドを作成するために，「学
校」を表す２つのピクトグラム（案内用図記
号）のうち，どちらがよいかウェブサイトで意
見を募集しています。①どちらかの案を選び，
②２つの案について触れながら，③あなたの考
えを理由とともに２５語以上の英語で書きなさ
い。

【結果】
〇 条件１、２、３は満たしているが、コミニュニケーションに支障をきた
すような語や文法に誤りがある。（１２．４％）

〇 条件１、２、３のいずれかを満たしていない。（５２．１％）
※ 特に「条件３（２５語以上）」を満たしていない。（３３．８％）

〇 無回答（４．８％）



生徒質問紙から伺える英語科の課題

※ 国、県を大きく上回る。
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生徒質問紙から伺える英語科の課題
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生徒質問紙から伺える英語科の課題
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生徒質問紙から伺える英語科の課題
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生徒質問紙から伺える英語科の課題

※ 国や県をやや上回る。



英語科の振り返り【今後の取組】

(ｱ) 「話すこと」について

① 日頃から、英会話に慣れさせておく必要がある。

② 質問に対して、強弱(ｱｸｾﾝﾄを意識)を付けた発音に心掛ける。

③ 即興で質問や回答ができる訓練が必要である。

④ 日常生活に必要な英単語（月、日、曜日、時間、天気等々）

しっかり覚えさせておくことが必要である。

⑤ 自分の考えや思いを英語で表現できるようにしてく。

(ｲ) 「聞くこと」について

① ネイティブ英語を聞く習慣。テープ、ＡＬＴなどの活用

② 長文の聞き取りを行い、自分の頭の中で整理できるようにしておく。

※ 効果的なメモの取り方など。

③ 聞き取った文章を基に、自分なりの考えをもたせる訓練が必要。

※ どんな内容だったか？どう思ったか。どうするか。



英語科の振り返り【今後の取組】

(ｳ) 「読むこと」について

① 長文を読む訓練が必要。

② 何が書いてあったか、要旨をまとめる力が必要

③ 文章を基に筆者が伝えたかったことを感じ取る力が必要

④ 文書を基に「どう感じ、どう考えたか」など自分なりの

思いや考えをまとめる力が必要

(ｴ) 「書くこと」について

① 基本的な英単語が書けること。

② 文法を理解した文章が書けること。

③ 示された条件にあった文章を考え、書けること。

④ 自分の思いや考えを書けること。

⑤ 日頃から書き慣れていること。（日記や感想文等）
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※ 国、県を大きく下回る。



生徒質問紙から伺える今後の授業改善

※ 国、県をやや上回る。


